
基研 短 期 研 究 会 報 告

統 計 力 学 の諸 問 題 vyポ ジ ク ム

1968年 9月には京蔀において統計力学の由際会議が開かれる予定で,そ

の華僑を兼ねて上記題 目の京大基研短期研究会が 1月 30日一31日に開かれ

た ｡統計力学の諸問題の現段階を討酪 し,会議のあり方,主題等を決める上の

資料 とす るのが目的である｡予算の都合上各地を代表 して一部の方々しか招 く

ことが出来なか ったが,招待参加者は次の通 りである｡

堀 淳一 (北大 ); 桂 重俊 ,広池 和夫 (東北大 )

久保 亮五 ,小野 周 ,阿部 竜蔵 ∴伊豆山健夫 ,中嶋 貞夫

鈴木 増堆 (東大 ); 戸田 盛和 (東教育大 ); 橋爪 夏樹

(お泰の水大 ): 碓井 恒丸 ,中野 藤生 (名大 );

松原 武生 ,富田 和久 ,寺本 英 ,西川 ･恭治 ,山本 常信

松田 博嗣 (京大 ); 中村 伝 ,金森 贋次郎 (阪大 ):

森 肇,川崎 恭治 (九大 ).
30日は.液体の統計力学 (広地 ),スピy系の統計力学 (.桂 ),多体問題

(阿部 )'2次相転移 と異常緩和 (森 ),乱れた格子の統計力学 (松田 )に関

す るreview的な講演があった｡ついで国際物理学連合統計力学熱力学委員会

幹事の久保より1968年国際会議開催準備についての経過報告,時期 ,場所

主題 ,SⅧ nerschool との関連 ,proceed.ings,組織委員会およびその

委員の選出 ,準備の進め方その time8(〕hed.ule,Prel出ninary announce-

ment,費用の見凍 り調達方法等についての説明および問題提起が行なわれた ｡

これをめぐって活発な討論があった ｡ 特に主題の選定について長い時間がかけ

られたが,結局主題案を世話人 が作ること卓キなった 0

31日は昨 日についで量子液体 (碓井 ),非線型系 (西川),プラズマの統

計力学 (市川)についての講演があり,非線型播動一散逸お よび非線型応答の

問題 (久保 ),非線型振動子系の問題 (戸田 ),Diffuseoolleoもive

mod_a (富田 )についてのコメントがあ った｡終って自由討論に入 った｡前日

よりの宿題の主題案 として世話人 よりStatis七icalPhysicsofRand_om

systems/(時間 ,空間の rand.omne8日)-, Dynamioal AspectsOf(】Titi-
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